
 

平成 30 年度事業計画 

 

 

1.基本方針 
 

  平成 30 年 2 月には、米国経済の先行き懸念により円高ドル安への動きが強まった

ものの、日本経済は、その後、景気は穏やかな回復傾向を示しつつあると発表され

ているが、動向は不透明感があり今後その先行きが期待されるところであります。 

 

このような厳しい経済状況であったにも関わらず、開成町シルバー人材センター

においては、平成 29 年度は、一般労働者派遣事業の収益増並びに神奈川県最低賃金

アップにより一般企業及び近隣のシルバー人材センターの配分金を勘案して、適切

な額に見直しを図るなど、当期純利益の微増の実績にて終了出来る見込みです。 

 

 高齢社会対策大綱による少子高齢化で働き手が減っていく中、一人でも多くの 

高齢者に働き続けてもらって経済成長を持続させていきたいとの思いが強く込め

られた内容が盛り込まれています。企業においては、65 歳までの継続雇用の進展、

年金支給年齢の段階的引き上げなどが続き、70 才を超えても選択できるような 

検討が進められている。このようにシルバー事業の枠組みを支える社会的基盤にも

変化が生じてきている。当センターにおいても、会員の平均年齢は平成 30 年 2 月

末で男性 74.6 歳、女性 74.9 歳、全体で 74.7 歳と高齢化が着実に進んでいます。 

 健康で働く意欲のある高齢者が、長年培ってきた知識、経験、能力を生かし、 

生き生きと働くことができる社会を実現することにより、地域社会の活性化の一端

を担うことがシルバー人材センターの役割であります。 

 

 従って平成 30 年度の重点取り組みは 

 

① 障害・物損事故 0 目標に、行動指針・行動キーワードを着実に実行並びに 

会員講師による「安全就業のためのチェックポイント」研修会を開催します。 

② 「公益社団法人開成町シルバー人材センター創立 30 周年記念」事業、併せて

「第 3 回シルバーまつり」の計画実施及び会員の健康管理・増進を図ります。 

③ 労働者派遣事業の拡大並びに社会構造変化の進展に対応できる、家事支援 

サービス、IT 事業等への就業機会創出を推進、また、受託事業収益アップに

取り組みます。 

 

 

以上 

 

 



２ 事業実施方針 

 

* 行動指針 * 

     お客様から信頼され、真に喜ばれるサービスを提供する。 

    そして何よりも安全を優先にする。 

  

             * 行動のキーワード * 

    常にお客様の身になって考え、誠意をもって行動する。 

 

 

（１） 臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業を希望するた

めの、就業機会の確保及び提供する業務 

 

① 「就業機会開拓プロジェクト」を継続し、就業機会の開拓と会員増強を 

更に推進します。 

② 職域別に普及啓発用のリーフレットを、効果的に配布して就業機会の開拓

を促進します。 

③ 樹木剪定就業が少なく、繁忙期の発注に対応できないので、後継者の育成

に力を入れます。 

 

（２） 公益社団法人神奈川県シルバー人材センター連合会の活動拠点として行う

臨時的かつ短期的雇用による就業又はその他の軽易な業務に係る就業 

（雇用によるものに限る）を希望する高年齢者のための、労働者派遣事業

を積極的に展開する。 

 

（３） 臨時的かつ短期的な就業及びその他の軽易な就業に係る就業に必要な知識

及び技能の付与を目的とした講習会の開催 

 

次の会員技能習得講習を開催します。 

① 交通整理・無線講習会    ５月、２月（翌年） 

② 草刈払い機・チエンソー安全取扱い講習会 ６月 

③ 手芸講習会       ９月 

④ 柿剪定講習会     １月 

 

（４）安全・適正就業を推進します。 

    シルバー人材センターの基本方針を達成するためには、会員が健康で安全

に就労する事が重要です。次の事業を実施します。 

① 安全管理委員会では適正就業安全パトロール業務を行います。 

② 「飛び石事故ゼロ」を目標にキャンペーンを実施します。 

 

 



（５）臨時的かつ短期的な就業及びその他の軽易な業務に係る就業を通じて、 

生きがいの充実及び社会参加の推進を図るための事業 

 

これからは就業だけでなく社会奉仕活動への参加が求められます。 

次の行動を行います。 

① １０月をシルバーの月として公共施設（役場 学校 福祉会館等）の 

除草作業や美化活動を行います。 

② 「あじさい祭り」に参加して親しみ広場で来客に湯茶のサービスをしま

す。あじさいの花柄剪定を行い、あじさいの里親制度を充実させます。 

③ 凶悪な犯罪を防ぐため就業現場への行き帰りや就業の合間に「こども 

見守り活動」を実施します。 

 

（６）その他目的を達成するための事業 

 

① 安全研修会の開催をします。 

② 「シルバー祭り」を実施し、就業内容のＰＲを図って新入会員の増強・  

受託の拡大を図ります。 

③ 会員の視野を広め健康の増進を図るため、会員企画による「パーク 

ゴルフ大会」、「視察研修会」を実施します。 

④ 創立 30 周年記念事業を実施します。 

⑤ 会報誌「シルバー開成」を発行します。 

⑥ ホームページの運営及び管理をします。 

 

 

（７）家事支援サービスの展開 

 

   ① 家事支援サービスの就業について関係機関と連携を図り、深度化を推進

する。 

 

 

（８）事業目標 

 

会員数              １７０名 

受託件数           １，２００件 

就業率               ９５％ 

受託事業収益        ７２,１４７千円 

（派遣を除く） 

 

 

 

 


